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県
内
の
中
学
生
を
東
京
都
の
在
日
外
国
大
使

館
に
派
遣
す
る
事
業
な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
公

設
国
際
貢
献
大
学
校
（
新
見
市
哲
多
町
田
淵
）

が
、
交
流
の
あ
る
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
大
使
館
か

ら
の
依
頼
で
、
大
人
・
子
ど
も
用
の
車
い
す
百

台
の
提
供
を
計
画
、
市
民
ら
に
協
力
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。
（
赤
井
康
浩
）

新見の公設国際貢献大学校

大
使
館
要
請
で
支
援

殺
赳
混
市
民
ら
に
提
供
訴
え

　
中
央
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る

同
国
は
十
五
年
前
、
旧
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
崩
壊
で
誕
生
。
同

大
学
校
と
の
交
流
は
二
〇
〇

四
年
、
ア
ス
カ
ル
・
ク
タ
ノ

フ
駐
日
大
使
の
学
校
視
察
を
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き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
。
こ

れ
ま
で
に
、
大
学
校
は
、
ビ

ザ
発
給
な
ど
の
業
務
体
験
を

通
じ
て
国
際
感
覚
を
身
に
つ

け
て
も
ら
お
う
と
夏
休
み
中

の
中
学
生
を
同
国
大
使
館
に

派
遣
。
同
国
か
ら
は
県
を
通

じ
て
研
修
医
を
受
け
入
れ
る

な
ど
、
相
互
交
流
を
続
け
て

い
る
。

　
同
国
で
は
福
祉
施
設
整
備

が
進
む
一
方
、
。
車
い
す
の
数

が
著
し
く
不
足
し
て
い
る
と

い
う
。
ク
タ
ノ
フ
大
使
か
ら

車
い
す
支
援
の
要
請
を
受
け

た
同
大
学
校
は
、
企
業
や
団

公
設
国
際
貢
献
大
学
校
か
ら
キ

ル
ギ
ス
大
使
館
（
東
京
都
）
に

派
遣
さ
れ
、
ク
タ
ノ
フ
大
使

　
（
左
）
の
話
を
聞
く
県
内
の
中

学
生
ら
＝
昨
年
８
月

体
、
市
民
ら
に
広
く
協
力
を

呼
び
掛
け
、
大
入
用
六
十
台
、

子
ど
も
用
四
十
台
の
計
百
台

の
寄
贈
を
計
画
。
車
い
す
は

大
使
館
を
通
じ
本
国
へ
輸
送

し
、
提
供
者
に
は
ク
タ
ノ
フ

大
使
が
礼
状
を
送
る
。

　
的
野
秀
利
枝
営
管
理
者
は

　
「
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
、
中

古
品
で
も
構
わ
な
い
。
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
連
絡

し
て
」
と
話
し
て
い
る
。

。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
大
学

校
救
援
室
（
０
８
６
７
⑩
２

０
６
２
）
。
車
い
す
購
入
費

に
充
て
る
募
金
の
郵
便
局
振

込
口
座
は
、
１
３
９
０
１
４

－
９
３
８
７
９
「
も
も
た
ろ

う
国
際
救
援
隊
」
。
通
信
欄

に
「
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
支
援

事
業
」
と
記
入
の
こ
と
。
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